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思
電話のベJレの音 70ホン

思査
騒々しい事務室 6日ホン

普通の事務室 50ホン

間 静かな公!羽 40ホン

ひそひそ話の声 30ホン

伎問 6 0ホン以下 50ホン以下

以上の例から見て、工場境界線上の音50ホン以下というのは全く気

にかけるほどの音でないことが分ります。

三由二
50ホン以下 これは工場が密閉型であり、大きな音を出す磨砕機などには防音壁

日
午後前160時 lをつけることルているからです。
午時 i 

悪 l…此lj一わたり一…

に定められた規制対象物質が含まれておりませんので問題はありま

せん。

臭

工場から出されるごみは

排 1.集収して再生原料として使う。

出
2.他の工業に使えるものは売却、または元のメーカーに返却する。

3.焼却できるものは工場内の焼却炉で焼却する。
L〉-、、

4.不燃物は会社で埋立地を購入し、埋立処理することにしてお

み
り、散乱、不法投棄などによる影響は全くないようにしてあり

ます。

てげ 緑
工場用地の 5~↑0%に相当する面積を緑地帯とし、田Jと協議をし

地 て、樹種、本数を定め、空気の浄化、環境の美化lζ努めることにな
tT士Efr-

の
の

っております。
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公害防止計画書による農素電櫨工韓および工場排水.，まいf
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公害防止計画書の原文を掲載します

原科の粉砕(31 炭素電極及びカーボンベーストの製造工程

無煙炭、コークス、ターJレピッチ、屑電極等を、並びに公害防止対策の概要

破砕機で所定の程度lこ破砕いふるいにより分級

し、つぎの工程に送る粉砕原料を造りますが、乙の昭和サボア株式会社において製造する、アノレミニ

際l乙粉じん及び破砕機からの騒音が発生します。ウム工業用の炭素電極30，000T/年、カーボンベー

@粉じんは、高性能のパグフィノレターにより捕集しまスト10，000T/年の製造設備についての公害防止の

すので、排出粉じんは、ボールミノレ、ボーノレミ lレ付概要は、つぎのとおりであります。

帯機器、ブレイカ一、クラッシャ等の総合で計算し

0.05g/Nnt程度となるので、問題はございまて、

せん。原燃料の受入れと貯蔵(11 

@又機器から発生する騒音の対策は第11項のとおりで
製造に供せらる原燃料は、各種輸送方法により工

す。
場l己嫌入され、屋内、又は屋外に貯蔵されます。

。屋外貯蔵となる無煙炭は、散水又は坊じんカバーで

覆いますので、粉じん飛散の心配はございません。

和i毘(41 @コークス、タールピッチ等は、屋内貯蔵となるの

前述の粉砕原料を秤量し、混和機により、所定時で、粉じん飛散の心配はありません。

間加熱をしながら混和します。混和の終ったもの

は、冷却の後 1部は、カーボンベースト(製品)と

なり、 1部は、次の成型工程にコンベアーで送られ(2) 無煙炭の蝦焼

ます。
無煙炭を電熱方式lとより、高温にて娘焼します

この際に、ばいじん、粉じん、排水、騒音等の発生
が、この工程では、いおう酸化物、ばいじん、粉じ

があります。
ん、排水、騒音の発生があります。

@ばいじんは、混平日ベーストをコンベアー上で冷却す
@いおう酸化物は、無煙炭中のいおう分の内 0.043%

るときに日.2g/Nntのはいじんが発生しますが、
が大気中に排出されますが、 1基当り 0.24Nnt/

冷却用空気とともに排出されるばいじんは、洗機塔
H/基、 7基で1.68Nnt/Hとなりますが、徴量な

で洗捺して 0.08g/Nnt以下にして排出するよう対
ものであり、公害発生の心配はないものと存じま

策をとりますので、公害発生の恐れはないと存じま

す。
す。

@ばいじんは、娘焼:炉からの揮発性ガスの燃焼lこ{半っ
@粉じんは、原料を混和機に搬入する際に発生します

て 0.2g/Nnt以下のものが排出されますが、導入
が高性能のパグフィノレターにより粉じんを捕集する

技術に基づき設置する設備で旧来の型式より排出ば
ので、排出粉じんは、 0.05g/Nnt程度となるので

問題はありません。
いじん量の少ないものであり、公害発生の懸念はな

いものと存じます。
@洗糠塔で混和ベーストの冷却用に使用された排水対

@付帯機器から発生する粉じんは、パグフィノレターに
策は、第10項のとおりです。

0.05g/Nnt程度とより措集し、排出ばいじんは、
。機器から発生する騒音対策は、第11項のとおりで

なるので、問題はございません。
す。

@機器の冷却水の排水対策は、第10項のとおりです。

@機器から発生する騒音対策は、第11項のとおりで

す。
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(5) 成 型

送られて来た混和ベース卜l土、成型装置により、各種寸法

lと成型され、散/1<.並びに水槽で冷却した後、つぎの焼成工程

にフォークリフト等により搬出します。

@冷却に使用された排水についての対策は、第10項のとおりで

す。

。機器から発生する騒音対策は、第11項のとおりです。

(6) 焼 成

生電極中の揮発分を除去するために、連続輪窯式焼成炉lと

炉詰めして、外仮IJ部を焼成用詰粉で覆って、重i白及び軽油の

燃焼熱lこより所定温度に加熱保持し、徐冷後焼成炉より取り

出し、取り出した焼成電極は、つぎの加工工程に送ります。

この際に、いおう酸化物、ばいじん、粉じん、排水、騒音等

が発生します。

。いおう分1.5%の重油を、 1時間当り586.e消費のもの1)ム
295.e 消費のもの 1基の焼成炉の燃焼ガスからいおう酸化物
(5.6Nni/H十2.9N llr/H=8. 5N ni)が発生します。

(炉の特殊性から、中粘度の重油使用に限られている関係で、

現時点では、入手可能な低いおう重油の使用としました。)

この他原料のターJレピッチ、ターノレから 0.3Nni/Hが発生

しますが、 K値は、夫々1.34、0.76であり、大気汚染による

公害発生の心配はないものと思います。

尚緊急時の対策としていおう分1.0%の低いおう重油 50μ

の備蓄を行い、即時切替えるよう対策をとります。

@ばいじんは、電極焼成過程で 2.59/Nni発生致しますが、

高性能の電気集じん機を焼成炉 1系列につき 2基設置して、

ばいじんを捕集します。この電気集じん機の集じん効率は、

実績値で常時985ぢ以上でありますから、集じん後の排ガス中

のばいじんは0.059/Nni~乙なるものと予怨されますので、

公害発生の恐れはないものと存じます。

・電極詰粉再生設備からの粉じんは、高性能のパグフィルター

により捕集するので、排出粉じんは、 0.059/Nne程度とな

るので、問題はありません。

@排ガス冷却用の排水対策l士、第10項のとおりです。

@破砕機、送風機から発生する騒音対策は第11項のとおりで

す。

見.Jlg_ エ

焼成電極は、電極加工機により表面加工、溝加工、切断等

を行い最終製品の炭素電極が生産されます。製品は、検査荷

造りの上各需要家に出荷されます。この工程で除、粉じん騒

音が発生します。

@粉じんは、電極加工の際切削粉じんが各加工機から発生しま

すが、吸引して、高性能のパグフィ Jレターで捕集するので、

排出粉じんは、 0.19/Nni程度となるので、問題はないも

のと存じます。

@加工機、送風機から発生する騒音対策は、第11項のとおりで

す。

(8) 付帯設備熱媒ボイラー

機器及び原料の加熱を行うために、{云熱面積29.7m/基、

重油消費量 110.e/H/基の熱媒ボイラー2基を設置しま
す。

燃料としていおう分 1.096の重油を使用いたしますが、この

際いおう酸他物、ばいじん、排水等の発生があります。

e重油;燃焼の際lこ、いおう酸化物が0.70Nni/H/基排出され

ますが、 K{I直は、 0.74であり、低いおう分重油の使用を考慮

致しましたので、公害発生の心配はないものと思います。

@ばいじんが、いおう酸化物とともに排出されますが、微量な

ものであり問題はないものと存じます。

@排水は、冷却水として使用されるものであり全く心配はあり

ません。

(9) 付帯設備焼却炉

工場から発生する廃棄物は、焼却能力 150Kg/Hの焼却炉

で軽油等を助燃材として、焼却処理を行います。その際ばい

じんが発生しますが、微量なもので問題はありません。又残

灰等は適宜埋立用等iこ利用し適切な処理を致しますので、 2

次公害等の発生の懸念はありません。
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(l日排水処理対豊

呈主
仁コ 防

工業用;1<.は、日量 2，000d、 1::.71<.道水l士、日量50d使用致

しますが、つぎの処理対策をとりますので公害発生の懸念は

ないものと存じます。

⑧1殴焼炉冷却水 168d/日は、循環使用を図ります。

@煩焼無煙炭冷却水 360d/日は、混入したカーボン粒子を除

くため沈降P過槽で担当過し排水します。

。混和ベースト冷却水は、循環使用し24d/日の補給水のみで

日常は系外への排出はございません。

@焼成詰粉冷却水及び、焼成炉カdス冷却用水 696d/日は、焼成

炉ガス冷却用余剰]水10d/日が循環使用される 600d/日は

排水されます

@生電極及びカーボンベースト冷却水は、循環使用を図り、計l

分、 ssは、泊分処理装置で処理し系外への排出を防止致し

ます。

@ポンプ、圧縮機、 i出!土機等lこ使用された71<.は 632d/日が排

ilJされます。

@要処理排氷最大 480nf/日、常時 41Dd/日は、沈降P逝ノ1'(

槽で処理を行います。

@不l怠の漏油lこ対しては、オイルフェンス、乳化剤等を準備し

万全の対策を樹てます。

仕1)騒音対策

製造設備に設置される、各種破砕機、磨砕機、ふるい、ば

いじん、粉じんを集じんFるための送風機、成型機、 7E気JI:

続l~i、電極加工機、車綱運機具等から発生する騒音は、 70~

100ホンでありますが、 ノ14々 の峨器は建屋内部に設置すると

止 計 国i 三担今
回
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か、磨砕機は防音壁を設置するとか、配置上の考慮を払う等

の方法で、工場境界線の位置で、 50ホン程度となるように

致しますので、騒音による公害は、防止されるものと存じま

す。

(12) 廃棄物処理対策

産業廃棄物は、原料への還元、売却、埋立処理等を行い2

時公害の先生を未然に防止します。

(13) 緑地対策

下記のとおりとし、長浜町のご指示に従い公害防止に寄与

するよう努めます。

1 . 緑地地域の設定

添附図面の区岐に、工場用地の 5~10%(こ相当する面積

を緑地として確保し環境美化に努めます。

2. 植樹要領

樹種、苗木の規格、植樹本数、植樹の方法等につきまして

は、長浜町のご指導をうけて適宜実施するものとします。

(14)ー盆害関係測定機器及び公害対蓋盟謹

@いおう酸化物、ばいじん、粉じん、排水、騒音の測定器具 1

式を準備します。

@公害対策組織を確立し、公害防止体制を悠備します。
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ニ二おわりに二二

以上安約して説明しましたように、公害防止ロ11画としては充分女心のできるものであります。

然しながら』茶人三jJなことは操業を始めてから、その通りになるかならなし、かの問題でありま1。ならない訳にはいかない、

必ずならせなければならないのであります。その通りにならせるためには、協定や防止計凶に基づく定時測定、定期報告、防

止組織の確立等会社の努力支任は勿論でありますが、町も町民も共々に厳重にこれを捻視し、万一被害を発生させるようなこ

とがあれば、即刻これを是正させなければなりません。

そのことについても、公主防止協定、防止計画それぞれに勧告、立入検査等の権限を町lこ与えるよう規定しております。

公害のない浬;想的な企業の立地によってお互いの長浜町が栄え、お互いがたのしく、豊かに、美しく住めるよう、努力しよ

うではありませんか。
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